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特 集
気を付けたい
新型コロナウイルス感染症への対策
感染症予防について

01

依
然
と
し
て
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
感
染
拡
大
を
抑
え
る
事
が
期
待
さ
れ

ま
す
が
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
な
ど
不
透

明
な
部
分
も
多
く
、日
々
の
感
染
症
予

防
は
非
常
に
重
要
で
す
。今
号
特
集
で

は
、
N
P
O
法
人 

日
本
・
ア
ジ
ア
口

腔
保
健
支
援
機
構
の
島
崎
豊
理
事
に
ご

寄
稿
い
た
だ
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
感
染
予
防

の
方
法
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
常
生
活
に
お
け
る
感
染
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
等
も
含
め
て
ご
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
後
半
で
は
、
協
会
会

員
ホ
ー
ム
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
感

染
症
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

感
染
症
予
防
に
つ
い
て

N
P
O
法
人 

日
本
・
ア
ジ
ア
口
腔
保
健
支
援
機
構 

理
事

日
本
環
境
感
染
学
会 

評
議
員

島
崎  

豊

気を付けたい
新型コロナウイルス
感染症への対策

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
規
模
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
に
お
い
て
も「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
出
さ
れ
て
、
ご
自
宅
で
過
ご
す
時
間

が
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
、正
し
い
知
識
と
感

染
予
防
の
方
法
を
解
説
し
ま
す
。

こ
の
感
染
症
は
、2
0
1
9
年
12
月

か
ら
中
国
・
湖
北
省
武
漢
市
で
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
S
A
R
S-

C
o
V-

2
）が
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
に
感
染
す
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
4
種
類
あ
り
風
邪
の
原
因

の
10
～
15
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

は
、
過
去
に
は
2
0
0
2
年
中
国
、
広

東
省
に
端
を
発
し
た
重
症
急
性
呼
吸
器

症
候
群（
サ
ー
ズ
：
S
A
R
S
）は
コ
ウ

モ
リ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ハ
ク
ビ

シ
ン
を
介
し
て
ヒ
ト
に
感
染
し
て
お

り
、2
0
1
2
年
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
で

の
中
東
呼
吸
器
症
候
群（
マ
ー
ズ
：

M
E
R
S
）は
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
か

ら
人
に
感
染
し
て
い
ま
す
。
こ
の

S
A
R
S-

C
o
V-

2
は
、
S
A
R
S

や
M
E
R
S
と
同
様
の
β
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
分
類
さ
れ
る
動
物
由
来
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
宿
主
と
な
る
動

物
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

S
A
R
S-

C
o
V-

2
に
よ
る
感
染
症

を
C
O
V
I
D-

19（
感
染
症
法
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）と
呼
び

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
表
面
に
は

突
起
が
あ
り
、
そ
の
形
態
が
王
冠「
コ

ロ
ナ
」
に
似
て
い
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す（
図
1
）。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
熱
や
ア
ル
コ
ー

ル
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
洗
剤

に
含
ま
れ
る
界
面
活
性
剤
な
ど
に
弱
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
注
意
：
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
も
同
様
で
す
。）

2 .

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
特
徴

1 .

は
じ
め
に
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（
1
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

①
飛
沫
感
染

感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て

口
や
鼻
か
ら
飛
沫（
し
ぶ
き
）が
飛
び
1

～
2m
の
距
離
で
床
に
落
ち
ま
す
。飛
沫

が
床
に
落
ち
る
ま
で
に
他
者
が
そ
れ
を

吸
入
す
る
こ
と
で
感
染
が
成
立
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
換
気
の
悪
い

環
境
で
は
咳
や
く
し
ゃ
み
が
な
く
て
も

感
染
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
接
触
感
染

ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
た
表
面
を
触

れ
た
手
で
眼
や
鼻
、
口
な
ど
の
粘
膜
に

触
れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
が
手
指
や
皮
膚
に
付
着
し
て
も
粘
膜

に
付
着
し
な
け
れ
ば
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

③
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染

エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
は
厳
密
な
定
義
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
液

体
を
噴
霧
し
て
エ
ア
ロ
ゾ
ル（
霧
状
）と

呼
ば
れ
る
微
粒
子
に
し
た
場
合
は
、
空

気
中
に
約
3
時
間
程
度
浮
遊
す
る
と
い

う
報
告（
表
1
）や
密
閉
さ
れ
た
空
間
に

お
い
て
短
距
離
で
の
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染

を
示
唆
す
る
報
告
が
あ
り
ま
す
。

血
液
や
尿
、
便
か
ら
感
染
性
の
あ
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
る
こ
と

は
ま
れ
で
す
。

症
状
が
あ
る
人
か
ら
の
感
染
が
主
で

す
が
、
症
状
が
出
る
前
の
潜
伏
期
や
無

症
状
感
染
者
か
ら
の
感
染
リ
ス
ク
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
2
）潜
伏
期
間

潜
伏
期
間
は
1
～
14
日
間（
平
均

5.
6
日
）と
幅
が
あ
り
ま
す
。ウ
イ
ル

ス
に
曝
露
し
て
か
ら
5
日
程
度
で
症
状

が
出
現
し
ま
す
。
他
の
人
に
感
染
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
症
状
が
出
現

す
る
2
日
前
か
ら
発
症
後
7
～
10
日
程

度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
3
）症
状

発
熱
、咳
、倦
怠
感（
体
が
だ
る
い
）、

呼
吸
苦
、頭
痛
、咽
頭
痛
、下
痢（
10
％
）、

味
覚
障
害（
17.
1
％
）、
嗅
覚
障
害

（
15.
1
％
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。
初
期

症
状
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
似

て
お
り
鑑
別
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま

す
。
若
年
者
で
あ
っ
て
も
脳
梗
塞
を
起

こ
す
こ
と
や
血
栓
症
を
合
併
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
軽
症
で
も
経
過

観
察
中
に
血
栓
症
な
ど
で
突
然
死
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

症
状
が
あ
る
人
の
割
合
は
約
23
％
、
症

状
が
な
い
人
は
約
45
％
、
無
症
状
か
ら

症
状
が
出
現
す
る
人
は
約
32
％
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
風
邪
、
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
・
結
膜
炎
の
症
状
の
特
徴
に
つ

い
て
表
2
に
示
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経

過
で
は
、
発
症
前
か
ら
ウ
イ
ル
ス
量
が

増
加
し
て
発
症
2
日
目
に
ピ
ー
ク
に
達

図 1　
新型コロナウイルス
（SARS-CoV-2）

図 2　新型コロナウイルス感染症の経過

表２　新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ、
かぜ、アレルギー性鼻炎・結膜炎との症状の違い

出典：DOI：10.1056/NEJMoa2019375

表 1　新型コロナウイルスの生存期間
空気中 * 3時間
銅の表面 4時間
段ボールの表面 24時間
プラスチックの表面 2～3日間
ステンレスの表面 2～3日間

*�新型コロナウイルスを含んだ液体を噴霧し「エアロゾル」と呼ば
れる微粒子にした
出典：�CDC（米国疾病対策予防センター）とカリフォルニア大学ロサ

ンゼルス校.プリンストン大学研究チーム.2020年3月20日
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し
て
い
ま
す
。
感
染
後
身
体
に
作
ら
れ

る
抗
体
は
発
症
後
3
日
頃
か
ら
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
図
2
）。

（
4
）後
遺
症

イ
タ
リ
ア
の
1
4
3
人
を
対
象
に

し
た
患
者
調
査
で
は
、
症
状
が
回
復
し

た
後（
発
症
か
ら
平
均
2
か
月
後
）に

87
%
の
人
が
何
ら
か
の
症
状
を
訴
え
て

お
り
、
な
か
で
も
倦
怠
感
や
呼
吸
困
難

の
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

の
症
状
と
し
て
は
、
関
節
痛
、
胸
痛
、

咳
嗽
、
嗅
覚
障
害
、
目
や
口
の
乾
燥
、

鼻
炎
、
結
膜
充
血
、
味
覚
障
害
、
頭
痛
、

喀
痰
、
食
欲
不
振
、
咽
頭
痛
、
め
ま
い
、

筋
肉
痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ

た
よ
う
で
す
。

我
が
国
に
お
け
る
回
復
者
63
人
へ
の

電
話
調
査
で
は
、
発
症
か
ら
60
日
経
っ

た
後
に
も
嗅
覚
障
害
や
呼
吸
困
難
、
倦

怠
感
、咳
嗽
、味
覚
障
害
な
ど
が
あ
り
、

さ
ら
に
発
症
か
ら
1
2
0
日
経
過
し

た
後
に
も
呼
吸
困
難
や
嗅
覚
障
害
、
倦

怠
感
、
咳
嗽
、
味
覚
異
常
を
認
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
24
%
の
人
に
脱
毛
が
み

ら
れ
、
発
症
後
約
30
日
か
ら
出
現
し
て

約
1
2
0
日
ま
で
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
5
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

P
C
R
検
査
や
抗
原
検
査
、
抗
体
検

査
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
の

特
徴
を
表
3
に
示
し
ま
す
。
報
道
な
ど

で
よ
く
聞
く
P
C
R
検
査
は
、
本
来
は

陽
性
な
の
に
約
30
％
の
人
が
陰
性
と

な
っ
て
し
ま
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

（
6
）治
療

中
等
症
患
者
に
は
ア
ビ
ガ
ン
や
解
熱

剤
が
用
い
ら
れ
、
重
症
・
重
篤
患
者
に

は
ベ
イ
ク
リ
ー
や
デ
カ
ド
ロ
ン
、
ア
ク

テ
ム
ラ
な
ど
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
重
症
・
重
篤
患
者
に
は
人
工
呼
吸

器
や
E
C
M
O（
エ
ク
モ
：
体
外
式
膜

型
人
肺
）な
ど
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

表 3　新型コロナウイルスの検査の種類と特徴
検査法 特徴 検体

PCR検査
ウイルスの遺伝子
を増幅し1～数時
間で判定

鼻咽頭
ぬぐい液・
唾液

抗原検査と比べて
感度は高いが約
30％が偽陰性と
なり、約 1％が擬
陽性となる

抗原検査
インフルエンザ迅
速検査と同様に約
15分で判定

鼻咽頭
ぬぐい液・
唾液

PCR検査と比べ
て感度は低い

抗体検査
専用の定性キット
や定量検査機器を
使用して約15分
で判定

約1滴の
血液を採取

過去に感染したか
を判定

（公社）全国有料老人ホーム協会3
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る
）換
気
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

加
湿
器
は
、
汚
染
す
る
リ
ス
ク
が
高

い
の
で
使
用
に
際
し
て
は
注
意
が
必
要

で
す
。
加
湿
器
本
体
の
水
が
溜
ま
る
箇

所
と
水
を
入
れ
る
タ
ン
ク
は
毎
日
清
掃

し
て
乾
燥
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
加

湿
器
に
使
用
す
る
水
の
代
わ
り
に
除
菌

剤
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
は
健
康
被
害
の

危
険
が
あ
る
の
で
行
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。（
厚
生
労
働
省
か
ら
の
注
意
喚
起
）

（
4
）濃
厚
接
触
者
と
は

ご
自
身
が
濃
厚
接
触
者
と
な
る
判

断
基
準
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら

そ
の
定
義（
表
4
）が
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
居
家
族
以
外
の
場
合
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
行
動
し
て
い
れ
ば
濃

厚
接
触
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

（
5
）緊
急
性
の
高
い
症
状
を
見
極
め
る

感
染
者
の
人
が
自
宅
で
療
養
中
に
注

意
す
る
症
状（
表
5
）に
つ
い
て
、厚
生

労
働
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
。も
し

ご
自
宅
で
そ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し

た
ら
、直
ち
に
救
急
車
を
呼
ん
で
病
院

へ
搬
送
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
っ
て
、外
出
を
控
え
て
ご
自
宅
で

生
活
す
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
の
生
活
が
長
く
な
る
と
、運
動

不
足
や
人
と
の
接
触
が
減
っ
て
精
神
的

な
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
感
染
対
策

の
チ
ー
ム
を
構
築
し
て
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
感
染
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
安
心
・
安

全
を
第
一
に
考
え
て
感
染
対
策
を
実
践

し
て
い
る
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
て
、
正
し
く
感
染

予
防
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

4 .

お
わ
り
に

表 4　濃厚接触者の定義
患者（陽性者）の感染可能期間（発症2日前～）に接触した者のうち、次の
範囲に該当する者
●�患者（確定例）と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内などを含む）
があった者

●�適切な感染防護なしに患者（確定例）を診察、看護もしくは介護していた者
●�患者（確定例）の気道分泌液もしくは体液などの汚染物質に直接触れた
可能性が高い者

●�その他：手で触れることのできる距離（目安として1m）で、必要な感染予
防策なしで「患者（確定例）」と15分以上の接触があった者（周辺の環境
や接触の状況等個々の状況から患者の感染性を総合的に判断する）

厚生労働省：新型コロナウイルス感染症COVID-19診療の手引き第4.1版.濃厚接触者の定義2020.

表 5　緊急性の高い症状

表情・
外見

●顔色が明らかに悪い※
●唇が紫色になっている
●いつもと違う、様子がおかしい※

息苦しさ
など

●息が荒くなってきた（呼吸数が多くなった）
●急に息苦しくなった
●生活をしていて少し動くと息苦しい
●胸の痛みがある
●横になれない、座らないと息ができない
●肩で息をしている
●突然（2時間以内を目安）ゼーゼーしはじめた

意識障害
●ぼんやりしている（反応が弱い）※
●もうろうとしている（返事がない）※
●脈がとぶ、脈のリズムが乱れる感じがする

※は家族などがその項目を確認した場合

で
注
意
が
必
要
で
す
。

（
3
）自
宅
で
の
感
染
予
防

一
般
的
に
は
過
度
な
除
菌
や
消
毒
は

不
要
で
す
。
お
部
屋
の
清
掃
は
家
庭
用

の
洗
剤（
界
面
活
性
剤
入
り
）を
用
い
て

行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
は
界
面
活
性
剤
が
有
効
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

可
能
で
し
た
ら
、
1
時
間
に
2
回
程

度（
窓
を
2
か
所
以
上
5
分
程
度
開
け

（
1
）体
調
管
理

1
日
2
回
の
体
温
測
定
や
咳
・
咽
頭

痛
な
ど
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。37.
5

度
以
上
の
発
熱
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
保
健
所
に
連
絡
し
て

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
疲
労
が
蓄
積
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
、
十
分
な
栄
養
摂
取
と
睡
眠

を
確
保
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
2
）外
出
先
で
の
感
染
予
防

外
出
は
極
力
避
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
外
出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
手
洗
い
や
手
指
消
毒
を
励
行
し

て
、三
密「
換
気
が
悪
く
」、「
人
が
密
に

集
ま
っ
て
過
ご
す
よ
う
な
空
間
」、「
不

特
定
多
数
の
人
が
接
触
す
る
お
そ
れ
が

高
い
場
所
」を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

三
密
は
1
つ
で
も
あ
れ
ば
感
染
の
リ

ス
ク
と
な
る
た
め
、
リ
ス
ク
を
減
ら
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
マ
ス
ク
に
除
菌
剤
な
ど
を
直

接
ス
プ
レ
ー
す
る
行
為
や
除
菌
効
果

を
謳
う
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
使
用
は
、

健
康
被
害
の
問
題
か
ら
行
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。（
厚
生
労
働
省
か
ら
の
注

意
喚
起
）

室
内
で
マ
ス
ク
を
外
し
て
会
話
す
る

こ
と
は
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
の

3 .

感
染
予
防
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高
齢
者
施
設
に
お
い
て
は
、
職
員
が

感
染
源
と
な
り
や
す
い
た
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た
弊
社
の
事

業
継
続
計
画（
B
C
P
）に
よ
り
、
感
染

予
防
対
策
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た『
感
染
症
予
防
対
策
会
議
』
を
定
期

的
に
開
催
し
、
各
ホ
ー
ム
担
当
者
を
定

め
、
感
染
症
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
や
啓

蒙
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
出
勤
前
の

検
温
、
入
り
口
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
検
温

機
器
を
設
け
、
出
勤
直
後
の
体
温
確
認

と
記
録
を
実
施
。
勤
務
中
の
マ
ス
ク
着

用
、
手
洗
い
・
手
指
消
毒
の
徹
底
。
不

要
不
急
の
外
出
を
控
え
、
密
を
避
け
る

行
動
を
取
る
等
、
朝
礼
や
各
種
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
周
知
を
図
り
、
体
調
に

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば『
念
の
た
め

休
み
』を
取
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
内
感
染
を
避
け
る
た

め
に
も
、
従
業
員
家
族
に
も
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
、

居
室
・
休
憩
室
・
ト
イ
レ
等
の
ド
ア
ノ

ブ
、廊
下
・
階
段
の
手
す
り
等
の
消
毒
。

車
い
す
は
通
院
用
と
館
内
用
を
分
け
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
で
乗
り
換
え
を
徹

底
、
社
有
車
は
使
用
し
た
都
度
、
車
内

消
毒
を
実
施
。
休
憩
室
・
更
衣
室
等
の

職
員
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
時

に
お
け
る
ル
ー
ル
を
作
成
し（
人
数
制

限
、マ
ス
ク
を
外
し
て
の
私
語
は
慎
む
、

飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
設
置
等
）周
知
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。ま
た
全
職
員
に
対
し
、ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
携
帯
型
消
毒
液
を
配

布
し
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
い
て
も
使

用
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

当
ホ
ー
ム
で
は
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
携
帯
し
、
イ
ン
カ
ム
・
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
・
記
録
入
力
・
チ
ャ
ッ
ト
・
心

拍
、
呼
吸
確
認
が
手
元
で
確
認
・
操
作

が
出
来
る
、
ご
入
居
者
様
見
守
り
シ
ス

テ
ム『
K
I
T
E
N
E（
キ
テ
ネ
）』を

運
用
し
て
い
ま
す
。
共
有
し
て
い
る
機

器
に
つ
い
て
も
、
使
用
後
の
消
毒
を
徹

底
し
て
お
り
ま
す
。

ご
面
会
に
つ
い
て
は
一
定
の
制
限
を

設
け
継
続
し
、
W
E
B
面
会
も
併
用
し

な
が
ら
、
ご
入
居
者
様
と
お
会
い
で
き

る
大
切
な
ひ
と
時
の
確
保
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
緊
急
事
態
宣
言
下
に

お
い
て
は
、
W
E
B
面
会
の
み
継
続
し

て
お
り
ま
す
。
感
染
予
防
対
策
を
徹
底

し
、
ご
入
居
者
様
が
安
心
し
て
生
活
出

来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

株
式
会
社
太
平
洋
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
武
蔵
境

園
長 

清
輔 

拓
郎
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ご入居者やご家族よりお寄せい
ただいた有料老人ホームの日常
生活の様子をお伝えいたします。

案
ず
る
も
、
結
果
オ
ー
ラ
イ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

パークヴィラ陽春館油壺エデンの園
入居者　宮澤 秀子 （64歳）入居者　大倉 正彦 （86歳）

　
凡
そ
一
年
半
前
、治
療
法
の
な

い
身
体
症
状
に
悩
ん
だ
私
は
、い

く
つ
も
の
施
設
を
調
べ
た
結
果
、

陽
春
館
に
入
居
し
ま
し
た
。

　
そ
の
半
年
後
、ど
う
し
て
も
観

た
い
美
術
展
が
ア
メ
リ
カ
で
開

催
さ
れ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。足

腰
に
難
が
あ
る
私
に
外
国
旅
行

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
…
。不
安
は

拭
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
や
海
外
に

詳
し
い
入
居
者
の
方
の
支
援
を
得
た
お
陰
で
、無
事
渡
航
し
、美

術
鑑
賞
を
叶
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
は
実
に
貴
重
で
、か

け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
り
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
以
降
、世
界
中
が
外
出
自
粛
を
強
い
ら
れ
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
陽
春
館
で
自
分
な
り
の
過
ご
し
方

を
見
つ
け
楽
し
ん
で
い
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
に
隣
接
す
る
公
園
か
ら「
や
っ
た
ー
」と
陽
気
な
声
が

あ
が
る
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
た
ち
だ
。硬
い
ボ
ー

ル
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
転
が
し
て
、15
米
～
30
米
先
の
ゴ
ー
ル
に

入
れ
る
単
純
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、集
中
力
と
調
整
力
が
い
る
。コ

ロ
ナ
に
も
安
全
な
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
で
、初
心
者
で
も
す
ぐ
プ
レ

イ
に
参
加
で
き
る
の
で
人
気
が
あ
る
。

　

ひ
と
振
り
で
ゴ
ー
ル
に
入

れ
る
と「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」

と
な
り
、仲
間
か
ら
拍
手
が
起

こ
り
、点
数
の
特
典
が
つ
く
。

こ
の
快
感
を
求
め
て
今
日
も

仲
間
が
集
ま
っ
て
く
る
。

モ
ッ
ト
、モ
ッ
ト
壮
快
な
団
欒
に
し
よ
う

コ
ロ
ナ
禍
で
も
希
望
を
も
っ
て

クラーチ・ファミリア小竹向原 敬老園ロイヤルヴィラ八千代台
入居者　小池 守治 （92歳） 入居者　永井 英陽 （75歳）

　
私
が
入
居
中
の
ホ
ー
ム「
ク
ラ
ー
チ・フ
ァ
ミ
リ
ア
小
竹
向
原
」は
名
称
通

り
、家
族
的
な
暖
か
い
親
し
い
集
い
の
場
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。親
睦

を
深
め
、寛
ぎ
を
実
感
す
る
交
友
の
場
で
す
。で
も
、新
人
者
に
は
遠
慮
と
云

う
習
性
か
ら
か
、先
輩
か
ら
厚
か
ま
し
い
等
と
陰
口
を
怖
れ
、飛
込
め
ず
躊

躇
す
る
方
々
。そ
ん
な
気
配
り
は
一
切
無
用
、寧
ろ
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

仲
間
入
り
の
上
、団
欒
の
輪
を
広
げ
て
、モ
ッ
ト
、モ
ッ
ト
壮
快
な
団
欒
に
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
私
の
年
令
は
75
才
。若
く
し
て
敬
老
園
に
入
居
し
ま
し
た
。小
学
校
で
は

虫
を
追
っ
か
け
、中
学
高
校
で
は
、受
験
勉
強
に
明
け
く
れ
た
毎
日
で
し
た

が
、そ
ん
な
中
で
も
中
学
時
代
に
観
た「
君
の
瞳
に
カ
ン
パ
イ
」の
洋
画
の
ワ

ン
シ
ー
ン
は
不
思
議
と
忘
れ
ら
れ
な
い
。わ
ん
ぱ
く
者
で
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
な

私
も
、二
〇
二
〇
年
一
月
か
ら
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
、

今
で
は
コ
ー
ラ
ス
や
絵
手
紙
な
ど
、多
く
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
。ク
リ
ス

マ
ス
会
で
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
し
、若
い
頃
猛
勉
強
に
打
ち
込
ん
だ
頃

を
、な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

寂
聴
さ
ん
か
ら
の
年
賀
状

大阪〈ゆうゆうの里〉
入居者　井上 博司 （91歳）

　
元
旦
、お
雑
煮
に
御
神
酒
を
少
々
と
正
月
気
分
に
ひ
た
り
乍
ら
、頂
い
た

年
賀
状
の
中
に
あ
り
ま
し
た
小
説
家・出
家
尼
僧（
天
台
宗
権
大
僧
正
）の
瀬

戸
内
寂
聴
さ
ん
か
ら
頂
い
た
直
筆
の
年
賀
状
に
は

　
《
今
年
は
い・

・

・

・

い
こ
と
い
っ
ぱ
い
来
る
よ
う
に
‼
い
や
な
こ
と
は
あ
っ
ち
へ

ゆ
け
、楽
し
い
こ
と
は
笑
顔
が
好
き
だ
よ
、さ
あ
笑
顔
で
‼
み
ん
な
手
を
つ

な
い
で
‼　
寂
聴
よ
り
》と
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
と
ば
し
、み
ん
な
が
笑
顔
で
手
を
つ
な
ぎ
、平
和
で
豊

か
な
、そ
し
て
自
由
な
生
活
を
早
く
取
り
戻
そ
う
と
、呼
び
か
け
て
お
ら
れ

る
お
声
だ
と
肝
に
銘
じ
て
拝
読
致
し
ま
し
た
。
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表示のご案内
Ⅰホーム住所　
Ⅱ問合せ電話番号　
Ⅲ類型及び表示事項

①類型／②居住の権利形態／③利用料の支払い方式 
④入居時要件／⑤介護保険／⑥居室区分 
⑦介護にかかわる職員体制（介護付のみ）

※表示方法はホームの類型や各都道府県で異なります

職員の皆さまよりいただいた、職務に取り組む際の心構
えやこれまでの経験から得たもの、ホームのサービスを
提供するうえでの思い等メッセージをご紹介します。

Ⅰ　福岡県福岡市早良区百道浜3丁目9-17／Ⅱ　0120-312-814／
Ⅲ　①介護付有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護）／②
利用権方式／③選択方式（全額前払い方式、一部前払い・一部月払い
方式、月払い方式）／④入居時自立・要支援・要介護／⑤福岡市指
定介護保険特定施設（一般型特定施設）／⑥全室個室／⑦1.5：1以上

Ⅰ　兵庫県西宮市津門大塚町11-58／Ⅱ　0800-100-2438／
Ⅲ　①サービス付き高齢者向け住宅／②利用権方式／③一部前
払い・一部月払い方式／④入居時自立・要支援・要介護／⑤在宅
サービス利用可

「
ダ
イ
ニ
ン
グ
革
命
」

「
日
日
是
好
日
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

取
組
み
」

ご
入
居
者
様
の
関
心
事
は
何
と
言
っ
て

も
毎
日
の
食
事
で
す
。
当
館
自
慢
の
ダ
イ

ニ
ン
グ
で
お
出
し
す
る
食
事
に
も
色
々
と

ご
意
見
を
頂
き
ま
す
が
、そ
の
中
で
多
か
っ

た
の
が「
魚
が
美
味
し
く
な
い
」、「
い
つ
も

同
じ
魚
」と
い
う
ご
意
見
で
し
た
。

厨
房
の
委
託
業
者
の
仕
入
れ
に
も
限
界

が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
当
社
の
関
連
会

社
に
福
岡
中
央
魚
市
場
が
あ
る
事
に
着
目

し
ま
し
た
。

当
初
は「
介
護
施
設
向
け
に
魚
の
骨
を

ど
う
す
る
か
」
等
の
課
題
を
解
決
す
る
の

が
大
変
で
し
た
が
、
現
在
で
は
魚
市
場
の

担
当
者
、管
理
栄
養
士
、私
の
三
者
で
定
期

以
前
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
に
投
稿

を
し
た
の
は
20
数
年
前
、
私
が
ま
だ
20
代

で
高
齢
者
事
業
に
就
き
間
も
な
い
頃
、
慣

れ
な
い
環
境
に
戸
惑
い
、
悩
ん
だ
そ
の
思

い
を
文
面
に
し
た
た
め
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。あ
れ
か
ら
約
20
年
、様
々
な
部
署
を
渡

り
歩
き
経
験
を
積
み
、
ま
た
ホ
ー
ム
部
門

へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
青
年
は
新

鮮
な
視
点
で
瑞
々
し
い
感
性
を
保
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
白
髪
も
増
え

柔
和
な
お
じ
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
唯
一

当
時
と
変
わ
ら
な
い
の
は
、
”ご
入
居
者
に

寄
り
添
っ
た
仕
事
が
し
た
い
“と
い
う
そ
の

想
い
。

的
に
打
合
せ

を
行
い
、ノ
ド

グ
ロ
・
鮟
鱇
・

金
目
鯛
・
カ
ワ

ハ
ギ
等
の
料
理
が
提
供
で
き

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ご

入
居
者
様
に
好
評
で
大
変
喜

ん
で
頂
い
て
お
り

ま
す
。

人
生
の
折
り
返
し
地
点
、

「
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
良
か
っ

た
、こ
の
仕
事
を
続
け
て
き
て

良
か
っ
た
」と
素
直
に
思
え
ま

す
。皆
様
の
毎
日
が
、日
日
是

好
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

こ
の
よ
う
な
世
界
に

な
る
と
は
夢
に
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
館
で
は
2
週
間
毎

に
感
染
症
対
策
委
員
会

を
開
催
し
、コ
ロ
ナ
対
策

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。手
洗
い
・
マ
ス

ク
着
用
・
検
温
の
徹
底

は
勿
論
の
こ
と
、各
出
入

口
に
靴
裏
消
毒
マ
ッ
ト

の
設
置
、
食
堂
テ
ー
ブ

ル
に
仕
切
り
版
の
設
置
、

館
内
放
送
に
よ
る
毎
日

の
注
意
喚
起
、
オ
ン
ラ

イ
ン
面
会
の
実
施
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
を
万
全

に
し
て
行
っ
た
11
月
の

創
立
三
十
周
年
記
念
祭

で
は
、
い
つ
も
は
館
内

ホ
ー
ル
で
行
う
保
育
園

児
の
お
遊
戯
を
館
の
庭

園
で
行
う
等
、
例
年
と

の
違
い
を
楽
し
ん
で
頂

き
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
陽
春

館
に
い
れ
ば
安
心
」と
の

ご
入
居
者
様
か
ら
の
お

声
を
励
み
に
、
ご
入
居

者
様
の
ご
健
康
と
お
命

を
守
る
た
め
職
員
皆
で

精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

アンペレーナ百道
館長
野見山 博吉

エレガーノ西宮
業務管理グループ長
松本 巧生

パークヴィラ陽春館
看護師
外間 悦子
Ⅰ　千葉県松戸市金ヶ作115-1 ／ Ⅱ　047-388-8211／ Ⅲ　
①介護付有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護）／
②利用権方式／③全額前払い方式／④入居時自立・要支援・
要介護／⑤千葉県指定介護保険特定施設（一般型特定施設）／
⑥相部屋あり（1人部屋～4人部屋）／⑦2：1以上
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発行日 発　行 発行者 中澤 俊勝

第21回シルバー川柳の募集が始まりました。多くの方からの応募をお待ちしております。新型コロナウイルス感染症
防止のため、見学ができないホームもありますがパンフレット入手など、ご遠慮なくホームへお問い合わせください。

公益社団法人全国有料老人ホーム協会令和3年3月1日

入居をお考えの方、そのご家族等のご相談を承ります！入居をお考えの方、そのご家族等のご相談を承ります！

▶JR「東京」駅 八重洲中央口から 約420m
▶東京メトロ 銀座線・東西線「日本橋」駅 B1出口から 約270m

アクセス

▶都営地下鉄 浅草線「日本橋」駅 B1出口から 約270m

協会では、有料老人ホーム等への入居や、高齢期の住み
替え等に関するご相談を面談、電話、手紙でお受けして
います。また、より良いホーム選択にお役立ていただく
ための情報を継続的にお知らせする輝・友の会会員を
募集しています（入会無料）。入会ご希望の方は、ホーム
ページから申込みいただくか、協会までお問い合わせ
ください。

至
有
楽
町

J
R
東
京
駅

至
神
田

日本橋駅東京メトロ東西線

昭
和
通
り

都
営
浅
草
線

丸善 髙島屋

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線八重洲

地下街23番出口

ヤンマー
ビル

八
重
洲
中
央
口 あいおい

ニッセイ
同和損保
ビル

八重洲通り

りそな
銀行

大
丸

永代通り

外
堀
通
り

中
央
通
り

日本橋
三丁目

日本橋
二丁目

B1
出口

全国有料老人ホーム協会
アイ・アンド・イー日本橋ビル７階
（1階：きらぼし銀行）

面談をご希望の場合は、事前にご予約ください。

ご相談、輝・友の会等お問い合わせ先

電話・面談によるご相談受付
月・水・金曜日 10時～17時

祝日、
年末年始は
お休み

主催：公益社団法人 全国有料老人ホーム協会

入賞（20作品） 
賞金1万円と賞状

ご応募・お問い合わせ先
公益社団法人 全国有料老人ホーム協会 シルバー川柳 係
〒103-0027 東京都中央区日本橋3-5-14 アイ・アンド・イー日本橋ビル7階
TEL:03-3548-1077  FAX:03-3548-1078

※お預かりした個人情報は、本シルバー川柳の運営に関すること以外の目的で使用いたしません。また、応募者のご了承をいただかない限り、第三者に開示することはありません。ただし、
　当協会が、事前に個人情報の適正な取扱いに関する協定を締結した第三者に対し、応募作品から入選作品を選出するために、必要な個人情報を開示させていただくことがございます。

賞金2021年
6月13日（日）必着締切

●はがきに川柳と郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を明記の上、下記応募先へ応募してください。
●はがき1枚につき3作品までとします。　●応募作品数に制限はありません。
●お預かりした個人情報に関しては、他目的に使わず、責任を持って管理いたしますが、入選者発表時に氏名、
年齢、性別、住所（都道府県のみ）、職業を公表することをご承知おきください。

●作品は自作未発表のものに限ります。　●高齢社会、高齢者の日々の生活等をテーマとします。
●応募者の年齢は問いません。　
●応募作品の著作権（著作権法第27条および28条の権利を含む）等、一切の権利は当協会に帰属するものとし、
応募者は応募作品について著作者人格権を行使しないものとします。なお、書籍化の際に販促や広告宣伝等
のために必要と判断する方法により利用されることがあります。

応募
方法

応募
規定

2021年9月上旬頃、
当協会ホームページで発表します。発表

公益社団法人全国有料老人ホーム協会
住所：〒103‒0027 東京都中央区日本橋3‒5‒14 アイ・アンド・イー日本橋ビル7階
TEL：03‒3548‒1077（ご相談・お問い合わせ）　 FAX：03‒3548‒1078

https://user.yurokyo.org

第
21
回

協会インフォメーション協会インフォメーション協会インフォメーション
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